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対グラフとしてのDelaunay-図形が便利である･(図1,2参照 )0 2次元 (3次元 )の
場合,与えられた粒子配置に対し,注目する粒子のVoronoi図形は他の粒子との垂直二
等分線 (面)で囲まれる長も小さい領域である｡ これは凸多角形 (凸多面体 )で,
Voronoi多角形 (Voronoi多面体 )とよぶ｡ この図形によって空間は一意的に分割され
る｡ この分割で,一般に各項点には 3本 (4本 )の稜があっまるようになっている｡ 次
に各辺 (面 )に対応する粒子同志 (これを互いに幾何学的最近按粒子とよぶ )を結んで
いくと空間が三角形 (四面体 )に分割され,これを Delaunay三角形 (Delaunay四面
















V-E+F - 2 (2)
である｡ 平面の Delaunay三角形による分割を球面で考察すると, (2)が適用できる｡
Ⅴ-N,E-(N/2)q,F-(2/3)E-(N/3)q であるから,
-q-- 6･0(;)






さて,~粒子の配位数がqとなる確率をW とする (吾 wq=1)oすると例えば,q
ち-∑qwqと表わされるowqQままた配位数が qとなる粒子の相対度数でもあるo二q
次元の結晶を三角格子と見なすと二次元の秩序状態は,




















B(x,a) - 3t (卜 言-2α十･･･)
















q = 14 (9)















































種村 ･小川 ; 物理学会年会講演 14aHIO(1975)など
A3
LatticeInstability








構成粒子- j対の相互作用ポテンシャルが V(Jr･-rJJ)で表わされる系のノベ ル ト1
ニアン〟 と,標準系のハミルトニアン.
LH-写pi2/2m+(1/J ∑ uij･◎･.･uijo l i,j り
との差 Ⅴ -LU-LXoを摂動として展開するo ここで ui了 u了 ujで,ui,ujは i,j 粒
子の格子点からの変位で,◎..はこれから決めるべき有効バネ定数である｡り
Vの 1次まで考慮 した時の,自由エネルギー Flは,
Ill- F.+く〟-LK.>｡- Tr〔poトF'p-1 4npoi〕
と書かれる｡ここで,
-Bll-
(1)
